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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第３四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年12月31日）

（１）連結経営成績（累計） (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第３四半期 293,927 △19.7 3,197 △76.1 2,521 △79.8 △3,374 －

2020年３月期第３四半期 366,034 3.3 13,383 △5.1 12,454 0.6 10,408 13.5

（注） 包括利益 2021年３月期第３四半期 △5,164百万円( －％) 2020年３月期第３四半期 7,673百万円( △2.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第３四半期 △61.34 －

2020年３月期第３四半期 189.31 189.07

(注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの

１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年３月期第３四半期 261,110 90,572 32.0

2020年３月期 288,473 96,384 30.3

（参考） 自己資本 2021年３月期第３四半期 83,563百万円 2020年３月期 87,399百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 20.00 － 10.00 30.00

2021年３月期 － 0.00 －

2021年３月期（予想） － －

(注)１. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)２. 2021年３月期の期末配当予想については「未定」としております。

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 400,000 △17.3 10,000 △28.5 7,000 △39.4 500 △86.6 9.09

（注） 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 ―社 （社名） ― 、 除外 ―社 （社名） ―
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期３Ｑ 57,629,140株 2020年３月期 57,629,140株

② 期末自己株式数 2021年３月期３Ｑ 2,615,363株 2020年３月期 2,642,915株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期３Ｑ 55,003,891株 2020年３月期３Ｑ 54,977,699株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想の適切な利用に関する説明）

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご

利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、一部に持ち直しの動きは見られたものの、新型コロナウイルス感染

拡大の影響により総じて景気は低迷し、依然として厳しい状況が続きました。

このような状況下で、当社グループは、新型コロナウイルス感染拡大防止のための様々な対策を講じつつ、徹

底した固定費削減や構造改革等に取り組み、「店舗・オフィスを起点に顧客現場の課題を解決するソリューショ

ンパートナー」を目指して、「ソリューション事業拡大」、「コアビジネス業容拡大」及び「原価低減加速、生

産性向上による安定収益体制の構築」に鋭意努めてまいりました。

売上高については、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、国内及び海外市場において主力商品であるＰ

ＯＳシステム及び複合機の需要が落ち込むとともに、営業活動も制限されたことなどから、2,939億27百万円（前

年同期比20％減）となりました。また、損益については、売上高の減少による影響を徹底した固定費削減などで

カバーしたことから、営業利益は31億97百万円（前年同期比76％減）、経常利益は25億21百万円（前年同期比80

％減）と黒字を確保しましたが、構造改革に伴う特別損失を計上したことから、親会社株主に帰属する四半期純

損失は33億74百万円（前年同期は104億８百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。

当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの状況は、次のとおりであります。

(リテールソリューション事業)

国内及び海外市場向けＰＯＳシステム、国内市場向け複合機、国内市場向けオートＩＤシステム、並びにそれ

らの関連商品などを取り扱っているリテールソリューション事業は、新型コロナウイルス感染拡大の影響や、競

合他社との競争激化が続く厳しい事業環境の中で、マーケットニーズにマッチした新商品の開発、主力・注力商

品の拡販、エリア・マーケティングの推進、コスト競争力強化による収益体質向上などに鋭意注力いたしまし

た。

国内市場向けＰＯＳシステムは、飲食業などの業績悪化に伴う投資意欲の低下や、新規出店計画の見直しなど

により、ＰＯＳシステム全体の販売が減少したことから、売上は減少いたしました。

海外市場向けＰＯＳシステムは、北米で販売が堅調に推移したものの、アジアなどで販売が減少したことから、

売上は減少いたしました。

国内市場向け複合機は、販売が減少したことから、売上は減少いたしました。

国内市場向けオートＩＤシステムは、中高級機種を中心にバーコードプリンタの販売が減少したことから、売

上は減少いたしました。

この結果、リテールソリューション事業の売上高は、1,943億８百万円（前年同期比17％減）となりました。ま

た、同事業の営業利益は、売上高が減少した影響などから、85億14百万円（前年同期比31％減）となりました。

(プリンティングソリューション事業)

海外市場向け複合機、海外市場向けオートＩＤシステム、国内及び海外市場向けインクジェットヘッド、並び

にそれらの関連商品などを取り扱っているプリンティングソリューション事業は、新型コロナウイルス感染拡大

の影響や、競合他社との価格競争激化が続く厳しい事業環境の中で、構造改革を中心とした固定費削減を推進す

るとともに、コスト競争力の強化、生産性向上、ＬＭＲ領域（物流・製造・店舗）を含むバーティカルソリュー

ションの強化、ＤＭＳ（Document Management Solution）及びＭＩＳ（Managed IT Service）といったオフィス

向け統合管理ソリューションの推進などに鋭意注力いたしました。

海外市場向け複合機は、米州、欧州、アジアなどの各地域で販売が減少したことから、売上は減少いたしまし

た。

海外市場向けオートＩＤシステムは、米州、欧州、アジアなどの各地域で販売が減少したことから、売上は減

少いたしました。

インクジェットヘッドは、国内及び海外顧客向けの販売が減少したことから、売上は減少いたしました。

この結果、プリンティングソリューション事業の売上高は、1,044億78百万円（前年同期比25％減）となりまし

た。また、同事業の損益は、売上高が大幅に減少した影響などから、営業損失53億17百万円（前年同期は11億23

百万円の営業利益）となりました。

（注）オートＩＤシステムとは、ハード・ソフトを含む機器により、自動的にバーコード、ＩＣタグなどのデー

タを取り込み、内容を識別・管理するシステムをいいます。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間の資産は、前連結会計年度に比べ273億63百万円減少し、2,611億10百万円となりま

した。これは、流動資産の「現金及び預金」が29億58百万円、「グループ預け金」が39億88百万円、「受取手形

及び売掛金」が68億16百万円、「商品及び製品」が13億74百万円、「原材料及び貯蔵品」が12億53百万円、「そ

の他」が71億47百万円、固定資産の「有形固定資産」が20億60百万円減少したことなどによります。

負債は、前連結会計年度に比べ215億50百万円減少し、1,705億38百万円となりました。これは、流動負債の

「支払手形及び買掛金」が83億99百万円、「その他」が61億48百万円、固定負債の「退職給付に係る負債」が44

億82百万円減少したことなどによります。

純資産は、前連結会計年度に比べ58億11百万円減少し、905億72百万円となりました。これは主に、「利益剰余

金」が親会社株主に帰属する四半期純損失により33億74百万円減少したこと、配当金の支払いにより５億49百万

円減少したこと、「非支配株主持分」が19億22百万円減少したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年11月９日の2021年３月期第２四半期決算発表時の通期連結業績予想を変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 44,907 41,949

グループ預け金 8,394 4,406

受取手形及び売掛金 59,701 52,885

商品及び製品 33,502 32,128

仕掛品 4,974 4,647

原材料及び貯蔵品 8,026 6,773

その他 30,435 23,288

貸倒引当金 △1,393 △1,455

流動資産合計 188,549 164,624

固定資産

有形固定資産 46,046 43,986

無形固定資産

のれん 2,377 1,771

その他 9,999 9,508

無形固定資産合計 12,376 11,279

投資その他の資産

その他 41,520 41,311

貸倒引当金 △19 △90

投資その他の資産合計 41,501 41,220

固定資産合計 99,924 96,486

資産合計 288,473 261,110
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 54,775 46,376

短期借入金 346 499

未払法人税等 3,845 1,543

その他 71,503 65,355

流動負債合計 130,471 113,775

固定負債

長期借入金 804 1,002

退職給付に係る負債 35,861 31,379

その他 24,951 24,380

固定負債合計 61,617 56,762

負債合計 192,088 170,538

純資産の部

株主資本

資本金 39,970 39,970

資本剰余金 24 57

利益剰余金 46,040 42,116

自己株式 △5,422 △5,368

株主資本合計 80,612 76,775

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,208 1,377

繰延ヘッジ損益 △4 △9

為替換算調整勘定 7,795 7,511

最小年金負債調整額 △521 △659

退職給付に係る調整累計額 △1,691 △1,431

その他の包括利益累計額合計 6,786 6,787

新株予約権 110 57

非支配株主持分 8,873 6,951

純資産合計 96,384 90,572

負債純資産合計 288,473 261,110
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 366,034 293,927

売上原価 216,527 177,614

売上総利益 149,506 116,313

販売費及び一般管理費 136,123 113,115

営業利益 13,383 3,197

営業外収益

受取利息 238 201

受取配当金 75 43

為替差益 629 739

その他 363 382

営業外収益合計 1,307 1,366

営業外費用

支払利息 355 406

デリバティブ評価損 685 288

その他 1,196 1,348

営業外費用合計 2,237 2,043

経常利益 12,454 2,521

特別利益

投資有価証券売却益 3 －

環境対策費戻入益 － 284

特別利益合計 3 284

特別損失

固定資産減損損失 85 －

事業構造改革費用 300 7,203

特別損失合計 386 7,203

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

12,071 △4,397

法人税等 2,305 595

四半期純利益又は四半期純損失（△） 9,765 △4,993

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △643 △1,618

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

10,408 △3,374
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(四半期連結包括利益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 9,765 △4,993

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △47 168

繰延ヘッジ損益 △33 △5

為替換算調整勘定 △1,836 △455

最小年金負債調整額 5 △138

退職給付に係る調整額 △180 259

その他の包括利益合計 △2,091 △171

四半期包括利益 7,673 △5,164

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 8,496 △3,373

非支配株主に係る四半期包括利益 △823 △1,791
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、「四半期財務諸表に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 2020年３月31日）第19項の規定により、「中間財務諸表等における

税効果会計に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第29号 2018年２月16日）第15項（法定実効税率を使用す

る方法）に準じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

新型コロナウイルスの全世界的な感染拡大が続き、社会・経済に多大な影響が生じており、当該影響が長引け

ば当社グループの当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の経営成績及び財政状態に重要な影響を及ぼす

可能性があります。

当社グループは、当第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の再拡大が懸念され

る中で、業績回復が当初の想定より若干遅れるリスクを考慮しながらも、当初の予定どおり、新型コロナウイル

ス感染拡大に伴う事業活動へのリスクを過去の経済危機のデータなどを参考とし、当第３四半期連結累計期間を

含む連結会計年度の後半から各国の経済対策の効果などにより世界経済は徐々に景気回復していくという前提に

おいて、現時点見積ることが可能な範囲で繰延税金資産の回収可能性の判断や減損損失の判定に用いるなど、一

定の仮定をもとに現時点での会計上の見積りを会計処理に反映しており、前連結会計年度の有価証券報告書の

「第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等 (1) 連結財務諸表 注記事項（追加情報）（新型コロナウイルス感染拡大

に伴う会計上の見積りについて）」に記載した内容から重要な変更はありません。

なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、これらの見積りに用いた仮定に基づく数値は実際の

結果と異なる可能性があります。

(「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」について）

当社及び一部の国内連結子会社は、「所得税法等の一部を改正する法律」(令和２年法律第８号)において創設

されたグループ通算制度への移行及びグループ通算制度への移行にあわせて単体納税制度の見直しが行われた項

目については、「連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱い」（実務

対応報告第39号 2020年３月31日）第３項の取扱いにより、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第28号 2018年２月16日）第44項の定めを適用せず、繰延税金資産及び繰延税金負債の額につい

て、改正前の税法の規定に基づいております。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

リテール
ソリューション

プリンティング
ソリューション

計

売上高

外部顧客への売上高 233,009 133,024 366,034 － 366,034

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

143 5,690 5,833 △5,833 －

計 233,153 138,714 371,867 △5,833 366,034

セグメント利益 12,260 1,123 13,383 － 13,383

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)

リテール
ソリューション

プリンティング
ソリューション

計

売上高

外部顧客への売上高 194,249 99,677 293,927 － 293,927

セグメント間の
　内部売上高又は振替高

58 4,800 4,859 △4,859 －

計 194,308 104,478 298,786 △4,859 293,927

セグメント利益又は損失（△） 8,514 △5,317 3,197 － 3,197

(注) セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

※補足情報

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

平均レート（ＵＳ＄）（円） 109.05 106.13

平均レート（ＥＵＲ）（円） 121.34 121.79

　

　


